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肺結核症 ノ二三臨牀 的研究(第五報)

災害 ノ肺結核症 二及 ボセ シ影響

慶應義塾大學磐醫部内科學教室

長 井 盛 至

若 シ肺結核 患 者 ガ突 獲 的 災 害 二遭 遇 セ リ トセバ

ソノ臨 沐的 症 状 ハ果 シテ如何 ナル影 響 ヲ受 クル

ヤ。rデ リヶ一 トjナ ル肺結 核 症 ノ事 ナ レバ直 二

病黙 悪化 ラ來 スベ シ トハ是 一般 常 識 ヨ リ想 像 ス

ル虜 ナ リ。 サ レ ド之 ハー ヅ ノ推 測 ニ シテ事 實 ハ

果 シテ 如何 ナ ル モ ノナ リヤ。 過 ル大正12年 關

東地 か大 震 火災 ノ際 ニ モ 同様 ノ機 會 ア リ シニ モ

拘 ラズ、 當 時 ハ世 ノ多事 ナ リ シタ メ叉 一 ツ ニ ハ

災害 前 ノ記 録焼 失 シ、 或 ハ災 害 後 ノ観 察 不 充 分

ナ リシタ メニ、斯 ル問題 二封 シテ未 ダ充 分 ノ報

告 テナ セル者 ナ キ ガ如 シ。

偶 々湘 南 地 方 ノ某 療 養 所 二於 テ漏 電 ニ ヨ リ テ夜

中突 然火 災起 リ、 余 ハ當 夜 ノ當 直轡 ト シテ火 ノ

子 テ浴 ピツ ・53名 ノ入 院 患 者避 難 救 出 二 狂 奔

セ シ事 ア リ。 ソノ際 患 者 ノ蒙 リタル影 響 ハ實 二

意外 ナ リシカ バ余 ハ弦 二報 告 セ ン ト欲 ス。

嶢失 セ シバ幸 二全 病 棟 ノ4分 ノ1二 止 マ リ シカ

バ翌 々 日 ヨ リ治 療 上殆 ン ド李 常 二復 シ得 タ リ。

サ レバ此 ノ鮎 長 ク就 會 秩 序 ノ混 鼠 二陥 リテ、人

心 ノ不 安 テ極 メ タル大 震 火災 當 時 ノ場 合 二比 較

ス レバ、精 瀞 的拉 二 肉禮 的 二患者 ノ受 ケ タル影

響 ハ短 時 日ナ リ ト云 フベ シ。

時 ハ昭 和8年3月5日 午 前3時 牛、 未 ダ春 淺 ク

シテ鹸 寒 去 リ遣 ラ ズ、 折 シモ霧 ノ如 キ細 雨 モ ノ

セ リ。登 火 テ知 ル ヤ職 員 ハ第 一 二患 者 ノ救 出 二

全 力 ラ集 中 シ、 一人 ノ員 傷 者 一入 ノ犠 牲 者 ラモ

出 サ ぐリ シバ余 等 ノセ メテ モ ノ慰 メ トス ル虞 ナ

リ。 患 者救 出 ノ方 法 ハ輕 症 者 ハ歩行 、重 症 者 ハ

澹 架 又 ハ 「オ ン ブ1ニ シテ、 夫 々牛 丁程 隔 リタ ル

職 員住 宅 二避 難 セ シメ タ リ。

當 夜ハ 均 シク異 常 ナ不 安 及 ビ興 奮 ノ タメ ニ睡 眠

障 碍 セ ラ レタ ル ノ ミナ ラズ、 斯 ル夜 申 ノ不 意 ノ

運 動 、 夜 風殊 二雨 二遭 ヒ、 就 中今 迄 安 静 ヲ命 ゼ

ラ レテー 歩 モ脚 テ病 室外 二運 バ ザ リ シ患 者 ガ コ

ノ突 畿 的事 攣 ニ ヨ リテ無 意 識 的 二爲 シタル叙 上

ノ行 動 等 ハ ソ ノ病 状 二 如何 ナ ル 影 響 テ 與 ヘ シ

カ、 是余 等 ノ心痛 セ シ塵 ナ リ。

二、調査患者=就 テ

當時ノ入院患者53名 二就 キテ先 ヅ火災前後各1

週問 ノ病歌二就 キテ比較観察 テ試 ミタリ。

凡ソ肺結核患者ハ運動過度二亙ル時、若 シクハ

氣候 ノ劇攣二直接遭遇セル場合 ニハ、好 ンデ膿

温ノ上昇、脈搏撒 ノ檜加、咳漱 ノ増強、喀疾量

、

増加 、 食 慾 減 退、 睡 眠障 碍 及 ビ喀 血 等 ノ諸 症 駄

二悪 化 ラ招 來 ス ル ヲ常 トス レ ドモ、 此 ノ火 災 遭

難 後 ハ果 シテ如 何 ナル影 響 ア リ シヤ ラ追 及 セ ン

ト欲 ス。

患者53名 中1名 ハ 入院 直後 ノタ メ、 叉1名 ハ
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月 経 直後 ナ リシ タ メニ、 火 災 ニ ヨル直接 ノ影 響

ヲ判 定 スベ ク不 適 當 ト信 ジ タ レバ、 此 ノ2名 テ

除外 セ ル51名 ノ患 者 二就 キ テ観 察 デ行 ヘ リ。

此 ノ51名 ノ肺 結核 患 者 テ 性 別 ニ ミレバ男 子41

名 、女 子10名 ニ シテ、年 齢 ハ16〕歳以 上60歳 ナ

リ。 病 型 ヨ リ ミ レバ滲 出型15名 、 増 殖 型22名

及 ビ混 合 型14名 ナ リ。

三、火災後1週 間1影 響

(イ)禮 温 二就 イテ.

先 ヅ竸i温二就 キ テ調 査 ヲ試 ミタ リe災 害前 後 各

1週 間 ノ軍 均 最 高 罷 温 テ比 較 スル ニ、 囁氏2分

以 上 上 昇 セル者11名 ニ シテ、 反封 二2分 以 上

下 降 セル者12名 、 格 別 攣 化 ヲ 認 メザ リ シモ ノ

28名 ナ リe(但1澄 温 ハ1分 計検 温器 テ 以 テ腋 窩

5分 間 検 温 トス)

即 チ災 害 後膿 温 二悪影 響 テ受 ケ タ ル者 ト好 影 響

ヲ受 ケ タ ル者 トノ割 合 ハ略 丸同 鐵 ニ シテ、全 龍

ノ過 牛 撒 ハ何 等 ノ影響 テ モ受 ケザ リ シモ ノナ ル

ラ識 ル。 是 豫 想 ト相 反 セ ル興 味 アル事 實 ナ リ。

膣 温

梱 酬%
下 降{

心一}

12
一伯 皿

23.5

上 昇 11 21.6

不 遜 28 54.9

セ リ ト観 ラル ・者僅 力2名 ニ シテ、反 封 二輕減

セル モ ノ5名 ア リ。他 ノ28名 ハ不i墜ナ リキ。部

チ火 災 ガ肺 結 核 患 者 ノ咳 漱 二悪 影響 ヲ及 ボ シタ

ル者 ハ僅 力5.7%二 過 ギ ズ シテ、 寧 ロ咳漱 ノ軽

減 セ ル者9・8%二 達 ス。 而 シテ全 ク影 響 ヲ蒙 ラ

ザ ル 者 ハ80・0%ナ リ。 肺 結 核 患 者 ガ深 夜雨 二

遭 ヒ、 禁 ゼ ラ レタル蓮 動 テ爲 スガ如 キ場 合 ハ直

接 病状 悪 化 ノ原 因 トナ リテ、 咳 漱 常 習 者 ハ ソノ

檜悪 テ ミルハ 自明 ノ理 ニ シテ、 吾 人 ノ又 日常 経

験 スル塵 ナ リ。 然 ル ニ此 ノ場 合 意 外 ノ結 果 テ得

タ ル ハ是 寵 二注 目 二橿 ス。 蓋 精 瀞 ノ緊 張 二其 ノ

理 由 ヲ求 ム ベ キ ナ ラ ン。

咳 漱

例

輕 減

(ロ〉脈 搏 撒 二就 テ

次 二脈 搏 撒 二就 テ事 件 前 後 ノ 比 較 テ 試 ミタル

ニ、1週 間 ノ1日 李 均 脈搏 藪5以 上堆伽 セ ル モ

ノ16名 、 減 少 セル 者11名 、 何 等 攣 化 ナ キ 者

24名 ナ リキ。即 チ言亥事 件 ガ脈 搏 婁女二悪影 響iテ與

ヘ タ リ ト考 ヘ ラル ・モ ノハ脈 搏 藪 減 少 セ ル モ ノ

ニ比 シ稽 ≧多 久 之 全膣 ノ約31%二 當 ル。 サ レ

ド爾全 膿 ノ47%ハ 無 影響 ナ リキ。

脈 搏 籔

1例 剃%
減 少

一 、 一 一 一 一 皿熈 一　一}___

1121.6

墳 加 1631.4

不 攣 2447.0

塘 強

不

5

剃%
14.3

2 5.7

28 8.0

(ハ〉咳 徽 二就 キ テ

患 者 中 ニハ 咳漱 テ ナ サ ・"ルモ ノ16名 ア リ タ レ

バ 、 是 テ除 外 セ ル:S5名 ノ不 常咳 漱 テナ ス者 二

就 キ テ 観 察 調 査 テ 行 ヘ リ.其 ノ結 果 明 二 壌 悪

(二)喀 疾 量 二就 キ テ

咳 漱 ト喀 疾 トノ間 ニ ハ密 接 ノ關 係 アル モ ノナ レ

ドモ、 前 項 二於 テ咳 漱 ノ火 災 ヨ リ受 ケ タル影響

ハ寧 ロ良 好 二結 果 セル者 多 キ ヲ知 リ得 タ リ。 サ

レ ド喀 疾 量 二 就 キテ ハ火災 ノ影 響 果 シテ如何 。

今 喀疾 喀 出者30名 中、 災 害 後 喀 淡量 ノ増 加 セ

ル者4例 、 減 少 セ ル者10例 、 不 墜 ナ リ シモ ノ

26例 ナ リ。卸 チ火 災 ノ影 響 ハ咳 漱 ノ場 合 ト同 ジ

ク好 影 響 テ受 ケ タル者 多 ク シテ(25・0%)、 悪影

響 テ受 ケ タ ル者 ハ ソノ孚 分 以 下(10%)ニ シテ、

其 ノ他 ハ無影 響 トミル ベ キ モ ノナ リ(65.0%〉 。

喀 疲 量

例 釧%
減 少 1025.0

増 加 410.0

11不 攣 2665.0
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(ホ)食 慾 二就 キ テ

患 者 ノ搬 リタル食物 ノ分 量及 ビ患 者 ノ答 訴 ヲ根

檬 トセル所 謂 食 慾 二就 キ テ調 べ、 以 テ事 件 前 後

各1週 間 ノ比 較 テ試 ミタ ル ニ、 災 害後 食 慾 減 退

セル者5名 、 食 慾 却 ツ テ檜進 セ ル者8名 、 不 慶

ナ ル者38名 ナ リキ。 該 成 績 ニ ミル如 ク、災 害 ノ

影 響 ガ食 慾 二封 シテ寧 ロ好 結 果 ヲ與 ヘ タル例 ノ

多 キハ是 亦 余 ノ意 外 トスル腿 ナ リ。

食 慾

例 %

虚

(へ〉睡 眠 二就 テ

患 者 ノ睡 眠 ガ 火災 事 件 デ エボ.7ク」トシテ 如何

二攣1ヒセ シカ ヲ知 ラ ン ト欲 シテ、 火災 前後 各1

週 間 ノ状 況 テ比 較 セ リ。 然 ル慮 、51名 中睡 眠 ノ

障碍 セ ラ レタル者 僅 力3名 、良 好 二攣 ジ タル者

12名 ニ シテ、36名 ハ不 攣 ナ リキ。 即 チ肺 結 核 患

者 ガ眞 夜 二突 駿 セル火 災 二遭難 セ ルニ モ拘 ラズ

爾後 ソ ノ睡 眠 二障 碍 テ蒙 リタ ル者 紗 久 寧 ロ好

影響 テ受 ケ タル者 蓬 カ ニ多 キハ是 亦 甚 ダ興 味 ア

ル事 實 ナ リ ト信 ズ。

4

増 進
1}一 一一 一 一 一 胤一四』______盟w罰_-rL

8i 15.7

減 退 5 9.8

不 遜 38
韮 174.5

睡 眠
罷

柄 薮%1暗 …蝋柵…㎜　 　一 一 翻__一

塞 　劃12}23・5

悪 攣 3 ろ.9

不 憂 36

一

70.6

(ト〉喀 血 二就 テ

51名 ノ入院 患 者 中火 災 前 ヨ リ 殆 ン ド毎 日血 疾

テ喀 出 シ居 リタル者3名 ア リタル モ、 ソ ノ1例

ハ火災 ノ翌 日 ヨ リ血蕨 全 クILミ 、1例 ハ完 全 ノ

止 血 ニハ至 ラザ リ シモ ソ ノぽ且疾 量 頓 二減 少 セ ル

テ認 メ タ リ。 反 之1例 ハ災 害後 血疾 量 稻 支増 加

ラ來 タセ リ。 爾 火 災 後初 メ テ血疲 ヲ喀 出 セル者

1例 ア リキ。但 シ此 ノ患 者 ハ元 來 重症 者=シ テ、

後 日不幸 ノ轄 蹄 テ トリタ ル者 ナ リ。 之 ヲ要 スル

ニ、 火 災 事 攣 モ場 合 ニ ヨ リテハ翻 獲程 度 ノ小 喀

血 ニハ寧 ロ好結 果 テ奥 フル ガ如 キ事 アル ヲ経 験

シ得 タ リ。 是 亦 興 味 ア ル塵 ナ リ。

喀 血

例 数
…皿　 …}

良 攣 2

悪 恥 攣 2

不 攣 0

四、肺結核症 刀脛過 昌及ボセ シ火災 ワ影響

以 上蓮 くごタル塵 ハ災 害後1週 間 ノ短 期 間 二於 ケ

ル影響 ナ レ ドモ、 此 ノ火災 事 攣 ハ肺 結 核 患 者 ノ

経過 ノ上 ニ ハ果 シテ如何 ナ ル影 響 テ與 ヘ シ ヤ。

是亦 吾人 ノ知 ラ ン ト欲 λル庭 ナ リ.然 シナ ガ ラ

結核 症 ハ動 的 ニ シテ静 止 セズ、 而 モ亦 一 定 ノ速

度 ニテ経 過 スル モ ノニモ非 ザ レバ、 ソ ノ纒 過 ニ

ツキ テハ モ トヨ リ正 確 ナ ル比 較 ハ ナ シ難 ケ レ ド

モ、其 ノ大艘 ノ経 過 ノ批 判 テ試 ム レバ 凡 ソ次 ノ

如 シ。

肺結 核症 ハ急性 疾 患 トハ異 リテ慢 姓 ノ経 過 ヲ ト

ルモ ノナ レバ、 総 ベ テ ノ原 因 ハ マ タ撒 ケ月 後 二

於 テ ソノ影 響 ト シテ現 ハ ル ・事 有 リ得 ベ シ。 依

テ余 ハ罹 災後6ケ 月迄 ノ経 過 テ観 察 シ、 以 テ別

表 ノ如 キ治療 成績 テ得 タ リ。即 チ罹 災 セル51名

中輕 快 セル者28名(54.9%)、 増 悪 セル者7名

(13・7%)、 不 攣 ト見倣 スベ キ モ ノ8名(15.7%)

ソ ノ他 二死 亡 セ ル者8名(15.7%〉 ア リ。

今 火 災 後 牛 ケ年 ノ此 成 績 テ昭 和7年 ノ同療 養 所

ノ入 院 患 者108名 ノ経 過 ト比 較 シテ ミ レバ別 表

ノ如 シ。

脊蕎犠 ‡ 璽l
l死 亡

輕 」恕28例

壇 悪{71___
S

1.9%

13.7タP

15.7%

8 15,7%

薯驚羅 聴穫
亡

一
2220。4タ6

14「T3b%

即 チ昭 和7年 度 二於 テハ死 亡傘13・O%、 治癒 傘
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66・6%、 増 悪 若 シクハ不 墜 ト見 徴 スベ キ者20。4

%ナ リ。依 ツ テ両 者 ヲ比 較 スル ニ、治 癒 卒 二於 テ

ハ 昭 和7年 ノ66,6%二 封 シテ火 災後 ノ夫 ハ54・9

%.増 悪 及 ビ不 攣 ハ前 者 ノ20・4%二 封 シ テ後 者

ハ29・4%ナ リ。 死 亡 率 ハ前 者 ノ13・0%二 比 シ

後 者 ハ15,7%'ナ リ。 依 テ 罹 災患 者6ケ 月 後 ノ

経 過 ハ昭 和7年 度 ノ 成績 二比較 シ テ治 癒 傘 二於

テ劣 り1死 亡 率 二於 テ梢 、増 加 セ ル感 ア リ。

是 二曲 リテ之 テ観 ル ニ、 増殖 型 二屡 ス ル輕 症者

ハ突 蛮 的 ノ火 災 二依 リテモ経 過 二別 駄 ナ カ リ シ

モ1滲 出 性 ノ病 竈 ヲ有 ス ル重 症 者 ハ火 災 事慶 ニ

ヨ リテ相 當 ノ痛 手 テ蒙 りテ脚 力死 期 ヴ早 メ タル

カ ノ感 ナ シ トセ ズ。

調査:
患
者

名

歪

獺 性 別1病 型燈 温脈 搏咳 漱疾 量喀 血食 慾睡 眠 経 過

1 増 ○ ○ / / /ノ ○ 十 軽 快一i舎
2

3
}一

4

堆 什 赫 ○ 十 / ○ O 軽 快一 ♂一
■ 、♂ 堆 甘 赫 ○ 十 / 十 十 輕 快

iii♂ 刷+ 朴 ○ 十 /
禰

C ○ 輕 快
葺1一}i

… 愈
墳1一 ○ ○ 十 / ○ 一 軽 快

6{■

7i■
♂ 混iO ○ ○ ○ / ○ 十 軽 快

♂ 増`○ 十 ○ ○ / ○ 十 不 髪剃一 一 一 一

81■ _
9i■

♂ 混 十 一 十 十 / C}『

○

十 不 璽

♂ 混 十 ○ ○ 十 / ○ 不 攣
10■ 舎 滲一 一

滲

入院 直後 ノ出来事 ニシテ災 害前 トノ比較不能 不 憂
11一 ♀ Ol一 OlO / ○ ○ 不 攣

{

12/■ 　
13… ■

♂ 壌 OiO/ / / ○ ○ 、軽 快

♂ 増 +i+/ ○ / ○
】

Ol軽 快

14一 一
15■一 一 一
16-

171ii一 一

舎 増 +}+○ ○ / ○ ○ 軽 快

舎

♀

況

滲

十1十 〇
』

十}/ 十 ○ 稽 ζ 悪

月経 前後 ノタメ比較 不能

♀ 滲 ○ _、 ○ ○ / ○ ○ 死
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45

46

47
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49

50

51

52

53

五、総括及 ビ考察

ル者 偉 力10.0%二 過 ギ ズ0

火 災 ノ食 慾 二封 スル影 響 テ調 査 セル ニ、 ソ ノ大

部 分 ハ影響 ナ カ リ シモ、全鵬 ノ約10%ハ 食 慾 減

退 シ、約16%二 於 テ食慾 増進 テ認 メ タ リ。 郎 チ

火 災 後 食 慾 良 好 トナ リタ リ ト考 ヘ ラル ・者 ノ比

較 的多 キハ是 亦 興 味 ノ存 ス ル庭 ナ リ。

神 経 質 三顧 キ易 キ肺 結核 患 者 ノ睡 眠 ガ、 火 災 後

障碍 セ ラ レタル モ ノハ約6%ニ シテ、 却 テ、 良

好 トナ リタル者 ハ 約24%ナ リ.即 チ 斯 ル 出来

事 以 來 睡 眠 二好 影響 テ與 ヘ タル モ ノ多 キ ハ蓬 蓬

ダ興 味 アル事 實 ナ リ ト信 ズ。

喀 血ノ・大 喀 血常 習 者 ノ如 キハ 火災 ニ ヨ リテ恐 ラ
ジ

クハ悪 影 響 ラ得 ベ ケ ンモ、 血叛 程 度 ノ小 喀 血 者

ニ チハ斯 ル事 攣 ニ ヨ リテ急 二喀 血停 止 セル モ ノ

ス ラアル テ経1験 セ リc

以 上 ノ諸 症 候 中火 災 ニ ヨ リテ比 較 的悪=影響 テ受

ケ タルハμ佐脈 拍韓婁妙省力∬アノレノ ミ◎

叙 上 ハ火災 後1週 間 ノ影 響 ナ レ ドモ1慢 性 ナ ル

肺 結核 症 二野 スル{3ケ 月 後 ノ該 影響 如何 。 然 シ

災害前後各1週 間 ノ患者諸症候 ノ駄況ヲ比較観

察セルニ、膿温二就 キテ八過年数ハ何等 ノ攣化

ナク、而モ亦悪影響 テ蒙 りタル音 ト好影響 テ受

ケタル者 トハ略 丸同率ナル事 テ知 り得 タリc

脈搏数へ 火災後増加セル者稚 気多 ク、全艦 ノ

約31%二 當 ル。是突登的事件 ノ爲二招来セル

精嚢感動 ノ結果心悸先進 ヲ惹起 セシモノナルベ

シo

火災 後 咳漱 ノ増 強 セ ル者 ハ偉 力5.i%ニ シテ、

却 テ咳漱 ノ減 弱 セ ル者 約14.0%二 及 ベ リ。肺 結

核 患者 が安 静療 法施 行 中 二 於 テ 急 二 運 動 テナ

シ、 而 モ夜 中雨 二濡 ル ・ガ 如 キ場 合 二八必 ラズ

満款 悪 化 シテ、 平 常 咳漱 テ ナ ス者 ハ 必 ラズ ソ ノ

檜 強 ヲ ミル モ ノナ ル が如 キ事 ハ既 二臨 休 書 家 ノ

常識 二屡 ス。 然 ル ニモ拘 ハ ラズ此 ノ場 合 、 反 射

二好 結 果 ラ納 メ タル ハ窟 二注 目 二憤 スル トコ ロ

ナ リ。蓋 シ精 神 力 ノ緊 張 二依 ル モ ノナル ベ シ。

喀疾 量 ハ咳漱 以 上 二好 影 響 テ受 ケ、罹 災後 ソノ

:量ラ減 ジ タル者25.0%テ 占 メ 喀:疾量:ノ増 加 セ
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ナ ガ ラ病 氣 ノ経 過 テ正 確 二批 判 スル ハ是 至 難 ノ

事 ナ レバ、 先 ヅ ソ ノ大 罷 ヲ論 ぜ ン トス。

罹 災 患者51名 中、 輕 快 セル者 約55%、 檜 悪 セ

ル者 約14%、 不 攣 ト ミル 〈ごキ者 約16%、 死 亡

セ ル者 約16%ナ リ。

今 此 ノ成績 テ前 年(昭 和7年)ノ 同療 養 所 入院 患

者治 寮 成 績 ト比 較 ス ル ニ、 治 癒 卒 二於 テ劣 リ、

死 亡 卒 二於 テ稽 ≧増 加 セ ル感 ア リ。 之 ヲ要 スル

ニ増 殖型 二属 スル 輕症 者 ハ、 斯 ル事 件 ニ ヨ リテ

モ別 段 悪 影響 テ認 メザ リ シモ、 滲 出性 病 竈 ラ有

ス ル重 症 者 ニ ア リテ ハ火 災 事攣 ニ ヨ リテ相 當 悪

影 響 テ受 ケ タル モ ノ ・如 シ。而 シテ結 局 トルベ

キ輔 鰯 二封 シテ聯 力時 期 ヲ早 メ タ ル カ ノ感 ナ シ

トセズ。サ レバ トテ現 今 ノ治 療 留 學 ノカ ニ テハ、

斯 ル重 症 肺 結 核 患 者 ノ治 癒 ハ到 底 望 ム ベ カ ラザ

ル塵 ナ レパ之 又 致 シ方 ナ キ テ遺憾 トス。

以 上記 述 ノ諸 事 項 二就 キ テ聯 力余 ノ考 察 テ述 プ

結

「デ リケー トJナ ル肺 結核 症 二封 シテ急 劇 ナル外

界 ノ「シ1ツ ク」ハ 定 メテ悪影 響 テ與 フル モ ノナ

ラ ン トハ吾 人 臨 躰 家 ノ常 識 上想 像 スル 慮 ナル

モ、 湘 南 地 方 ノ某療 養 所 二起 リタ ル火 災 ハ、 吾

人 ノ想像 テ裏 切 リ テ、睡 眠、 食慾 、 咳 漱 、 喀 疲

量 、 及 ピ膿 温 等 二好 影響 テ與 ヘ タ リ。 掲 リ脈 搏

撒 ノ ミハ増 加 セル者 梢 ㌃多 シ。

斯 カル諸 症 候 ノ良 攣 二封 スル理 由 ハ余 ハ恐 ラク

次 ノ2項 ニ ヨル モ ノナ ラ ン ト思 ・唯 ス。

1・ 精 神 的 ㌧ 。ツ クj二 因 スル植物 性紳 経 系統

ノ攣 調(Umstimmung)

2.注 意 力 ノ轄 向(Ablenkung)
o

レバ次 ノ如 シ。

喀 血 セル患 者 ガ火 災 ノ翌 日 ヨ リ止 血 シ、有 熱 患

者 ガ下 熱 シ、 睡 眠 困 難 ナ リ シモ ノガ睡 眠 良好 ト

攣 リ.食 慾 減 退 者 ガ火災 ノ翌 日 ヨ リ食 慾 ノ檜 進

ラ ミタル ガ如 キ是 等 多 激 ノ経 験 ハ、 果 シテ如何

ナ ル理 由 二基 クカ。 突 駿 セ ル火 災 ニ ヨ リテ受 ケ

タル精 紳 的 「シ.ツ ク」ニ ヨ リテ、 患 者 ノ植物 性

神 経 系 統 ガ病 的 駄 態 ヨ リ健 康 獣態 二近 ク慶 調 セ

シメ ラ レ タル爲 力、 若 シ クハ、 周 園事 情 ノ劇攣

ニ ヨ リテ患 者 ノ注 意 力 ハ 内 二 自己 ノ病 苦 テ凝親

ス ル ノ暇 ナ ク、 外 界 二韓 向 テ食余儀 ナ ク セ シメ ラ

レタル 爲、 禮 組 織 ノ 活動 力 テ 却 ツ テ 旺 盛 ナ ラ

シメ タル ニ依 ル カ、何 レニ セ ヨ、・斯 ク ノ如 キ諸

事 實 ハ、 精 神 状 態 極 メ テ不 安 定 ニ シテ、 而 モ常

二 自己 ノ病 苦 二封 シテ職 々競 々 タ ル慢 性 病 者 ノ

診 療 二從 事 スル者 ノ深 ク銘記 スベ キ虜 ナ リ ト信

ズ。

論

次 二火災後6ケ 月間 ノ経過二影響 セシ慮 ラミル

ニ、同所前年度 ノ治療成績 トノ比較二於 テ、治

癒率ハ劣 リ、死亡卒二於 テ梢 ≧檜加 セル感アリ。

而 シテ斯 ル悪影響ハ輕症者ニハ殆 ンド認メズシ

テ、今日ノ治療腎學知識 ニテハ治癒不可能二近

キ重症者二於 テノミ之 ラ認 メタリ。

稿ラ終ルニ臨 ミ常 二御鞭捷テ賜 リタル草間滋

教授 二深謝 シ御指導 ト御校閲テ賜 リタル西野

教授拉 二李井教授 二謹 ミテ感謝 ノ意ラ表ス。
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二於 テ登表セリ。)




